
［太子町立学校小中一貫教育基本方針］～新たなつながりで育む太子の子～   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 太子町がめざす小中一貫教育

 『小学校と中学校が目標を共有し、小中の教職員が一体となって、学習指導や生徒指導等に組織的、系統的に取り組み、義務教育９年

間の連続性のある指導を行うことで、義務教育を終了するにふさわしい学力と社会性を育成する教育』 

小中一貫教育の目的 

    ～小中連携から小中一貫教育へ～ 

 これまで本町が取り組んできた小中連携教育を進化

させ、予測困難な社会を生き抜く力を育成する。 

☆「夢を実現する力」「社会を拓く力」の育成 

☆ 生きて働く「知識・技能」の習得 

☆ 未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力」の育成 

☆ 学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性」

の涵養(かんよう)。 

実践の柱Ⅰ 

 

 

 
『太子町小中一貫教育』年次計画（重点取組み） 

実践の柱Ⅱ 実践の柱Ⅲ 実践の柱Ⅳ 実践の柱Ⅴ 
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教職員の交流 

令和 4年度 

 

子どもの交流 

令和５年度 

カリキュラムの 

交流 

令和６年度 
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